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折
立
五
丁
目
地
区
の

　
　
　
　
　
宅
地
復
旧
工
事
が
完
了

　
復
興
へ
駆
け
る

仙
台
市
長
　
奥
山
恵
美
子

　
去
る
３
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
防

災
世
界
会
議
に
お
い
て
、
今
後
15
年

間
の
世
界
の
防
災
戦
略
を
示
す
「
仙

台
防
災
枠
組
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
枠
組
の
特
徴
は
、
被
災
者
数
や

経
済
的
損
失
な
ど
七
つ
の
目
標
を
明

示
し
、
災
害
に
よ
る
損
失
や
リ
ス
ク

の
削
減
を
呼
び
掛
け
た
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、「
女
性
と
若
者
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
促
進
」
や
「
事
前
の
防

災
投
資
は
災
害
後
の
対
応
・
復
旧
よ

り
費
用
対
効
果
が
高
い
」、「『
よ
り

よ
い
復
興
』
を
目
指
し
て
災
害
後
の

復
旧
・
復
興
が
行
わ
れ
る
べ
き
」
と

い
っ
た
項
目
が
指
導
原
則
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。
大
震
災
後
の
復

旧
・
復
興
の
中
で
、
私
た
ち
が
ま
さ

に
肌
身
で
感
じ
て
き
た
事
柄
が
世
界

の
指
針
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

大
変
意
義
深
い
こ
と
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
ワ
ル
ス
ト
ロ
ム
国
連
事
務
総
長
特

別
代
表
（
防
災
担
当
）
は
、「
大
震

災
の
惨
禍
か
ら
力
強
く
立
ち
上
が
っ

た
被
災
地
へ
の
敬
意
も
込
め
新
た
な

枠
組
に
仙
台
の
名
を
冠
し
た
」
と
話

し
て
お
い
で
で
し
た
。
１
０
７
万
市

民
の
皆
さ
ん
が
復
旧
・
復
興
に
多
大

な
お
力
を
注
い
で
き
た
こ
と
が
、
こ

う
し
た
形
で
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
誇

り
に
思
い
な
が
ら
、
な
お
一
層
、
世

界
の
防
災
文
化
の
向
上
に
力
を
奮
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
、
改

め
て
そ
の
責
務
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　
新
年
度
は
、
そ
う
し
た
こ
れ
か
ら

の
本
市
の
方
向
性
を
牽け
ん
い
ん引

す
る
部
局

と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
局
に
防

災
環
境
都
市
推
進
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
今
回
の
国
連
防
災
世
界
会
議
を

一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
よ
う
、
引

き
続
き
関
係
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
皆

さ
ん
と
も
連
携
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

等
を
開
催
し
て
い
く
ほ
か
、
昨
年
12

月
の
メ
モ
リ
ア
ル
検
討
委
員
会
の
提

言
を
基
に
、
震
災
の
記
憶
の
未
来
へ

の
継
承
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
手
始
め
と
し
て
、
本
年
12
月
に
開

業
予
定
の
地
下
鉄
東
西
線
の
東
の
起

点
・
荒
井
駅
に
、
東
部
地
域
の
被
害

や
復
興
の
状
況
を
伝
え
る
メ
モ
リ
ア

ル
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
か
つ
て
の

暮
ら
し
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
写
真
の

展
示
や
語
り
部
の
方
の
お
話
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
工
夫
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
３
月
19
日
に
行
わ
れ
た
第
13
回
国
家

戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
お
い
て
、

規
制
緩
和
に
よ
り
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
「
地
方
創
生
特
区
」（
国
家
戦
略

特
区
の
二
次
指
定
）
に
、
本
市
が
指
定

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
昨
年
8
月
、
起
業
促
進
を
主
な

柱
と
す
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
生
特
区
」
を
国
に
提
案
。
震

災
以
降
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
的

課
題
の
解
決
を
志
す
起
業
家
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
設
立
手
続
き
の
迅
速
化
や
、
起

業
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
な
ど
と
い
っ
た
規
制
改
革
を
行
う
こ

と
で
、
新
た
な
経
済
成
長
モ
デ
ル
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
後
、
閣
議
決
定
を
経
た
後
、
政
令

に
よ
り
正
式
に
地
方
創
生
特
区
に
指
定

さ
れ
ま
す
。

　
今
回
新
た
に
工
事
が
完
成
し
た
の
は
、

田
子
西
隣
接
、
南
福
室
、
上
岡
田
、
七

郷
、
六
郷
、
荒
井
西
、
荒
井
南
の
７
地

区
。
既
に
宅
地
の
引
き
渡
し
が
進
め
ら

れ
て
い
る
荒
井
公
共
区
画
整
理
地
区
や

石
場
地
区
な
ど
の
６
地
区
と
合
わ
せ
て

全
13
地
区
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
順
次
住
宅
の
建
築
が
始
ま

り
、
被
災
さ
れ
た
方
の
住
宅
再
建
が
本

格
化
し
ま
す
。

　
市
が
整
備
を
進
め
て
い
た
、国
史
跡・

仙
台
城
跡
の
本
丸
大
広
間
の
遺
構
を
基

に
当
時
の
部
屋
割
り
な
ど
を
表
示
す
る

工
事
が
、
３
月
25
日
完
了
し
ま
し
た
。

　
場
所
は
「
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像
」
の

西
側
、
総
面
積
約
２
５
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
。
地
下
に
あ
る
遺
構
の
真
上
に
、

大
広
間
の
位
置
や
、
柱
を
支
え
た
礎
石

な
ど
を
、
自
然
石
や
舗
装
を
用
い
て
表

示
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
隣
に
建
つ
「
仙
台
城
見
聞

館
」
も
改
装
。
大
広
間
の
50
分
の
1
の

模
型
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
藩
主
が

家
臣
と
対
面
し
た
「
上
段
の
間
」
を
飾

っ
て
い
た
金き
ん
ぱ
く箔
の
障
壁
画
「
鳳ほ

う
凰お

う
図
」

を
原
寸
大
で
再
現
し
て
い
ま
す
。

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
防
災
環
境
都
市
へ

　
本
市
の
歴
史
姉
妹
都
市
で
あ
る
宇
和

島
市
で
は
、
伊
達
秀
宗
公
入
部
４
０
０

年
を
記
念
し
て
、
３
月
29
日
か
ら
11
月

22
日
ま
で
「
宇
和
島
伊
達
４
０
０
年

祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
と
い
う
節
目
の

　
市
で
は
、
県
内
被
災
地
の
早
期
復
興

を
支
援
す
る
た
め
、
県
内
市
町
へ
の
職

員
派
遣
を
昨
年
度
の
３
人
か
ら
28
人
に

拡
大
し
ま
し
た
。

　
派
遣
先
は
石
巻
市
や
気
仙
沼
市
、
名

取
市
な
ど
県
内
九
つ
の
自
治
体
で
、
区

画
整
理
や
公
共
建
築
、
下
水
道
整
備
な

ど
の
業
務
に
従
事
。
沿
岸
地
域
の
復
興

に
貢
献
し
ま
す
。

年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
３
月
27
日
か

ら
３
日
間
、
奥
山
市
長
が
同
市
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
３
月
28
日
に
は
、
祭
り
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
地
元
ラ
ジ
オ
番

組
の
公
開
録
音
に
参
加
。
震
災
時
に
い

た
だ
い
た
多
大
な
支
援
へ
の
お
礼
と
、

今
後
の
姉
妹
都
市
交
流
へ
の
期
待
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

　
「
宇
和
島
伊
達
４
０
０
年
祭
」
で
は
、

今
後
も
食
と
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
や
伊
達
博
物
館
で
の
企
画
展
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
若
林
区
荒
井
に
設
置
を
進
め
て
い
た

大
沼
太
陽
光
発
電
所
が
、
４
月
１
日
に

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
発
電
所
で
は
、
７
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
敷
地
に
２
０
７
２
枚
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
。
年
間
発
電
電
力
量
は

約
56
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
が
見
込
ま
れ
、

一
般
家
庭
約
１
５
０
世
帯
分
の
年
間
消

費
電
力
量
に
相
当
し
ま
す
。

　
本
発
電
所
の
売
電
で
得
ら
れ
た
収
入

は
、
震
災
後
の
地
盤
沈
下
に
よ
り
増
加

し
た
農
地
の
排
水
経
費
に
充
当
し
、
農

家
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
で
大
規
模
な
地
滑
り

被
害
を
受
け
た
青
葉
区
折
立
五
丁
目
地

区
の
宅
地
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
３
月

22
日
、
宅
地
の
保
有
者
へ
の
完
了
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
震
災
で
は
、
山
の
斜
面
な
ど
に
土
を

盛
っ
て
造
成
し
た
部
分
が
地
滑
り
を
起

こ
し
、
58
世
帯
が
暮
ら
す
２
・
５
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
い
う
広
い
範
囲
で
住
宅
が
全

壊
す
る
な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
25
年
５
月
か
ら
復
旧
工
事
が
本
格

的
に
始
ま
り
、
地
盤
の
強
化
や
擁
壁
の

再
構
築
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
復
旧
工
事
を
行
っ
た
区
域
で
は
、
既

に
数
件
の
住
宅
建
築
工
事
も
始
ま
っ
て

お
り
、
報
告
会
に
出
席
し
た
奥
山
市
長

は
「
４
年
と
い
う
長
い
期
間
お
待
た
せ

し
ま
し
た
。
今
後
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
を
も
う
一
度
、
一
緒
に
進
め
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
震
災
に
伴
う
防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
と
し
て
実
施
し
て
き
た
東
部
地
域
の

移
転
先
７
地
区
の
宅
地
造
成
工
事
が
完

了
し
、
３
月
26
日
、
市
役
所
で
工
事
完

成
報
告
お
よ
び
宅
地
引
き
渡
し
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

復旧前（上）と復旧後

奥山市長から宅地保有者
の代表へ、引き渡し書が
手渡されました

宅地の造成工事が完了した南福室地区

▲大広間の遺構表示。
部屋の間取りや大きさ
を体感できます

▼改装された見聞館。
大広間の解説パネル
やビデオ放映もあり
ます

▲オープニングイベントでは
「牛鬼まつり」で有名な牛鬼が
登場
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歴
史
姉
妹
都
市
の
宇
和

島
市
で
伊
達
４
０
０
年

の
記
念
行
事
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大
沼
太
陽
光
発
電
所
が

稼
働


